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佐

々

部

英

男

R
.
L
y
n
d
は
=
T
h
e
窯
g
h
t
i
n
g
a
l
e
A
r
r
i
く
e
S
.
.
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
S
u
r
r
e
y
州
A
b
i
n
g
e
↓
H
p
m
m
e
r
の
村
に
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
の
声
を
聴
き
に
出
掛
け
た
折
の
野
鳥
観
察
記
を
綴
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

I
t
w
O
u
】
d
b
e
E
r
l
y
e
a
s
y
L
i
m
品
-
n
e
.
f
O
r
t
h
e
G
O
く
e
r
ロ
m
e
n
t
t
O
p
完
p
a
H
e
a
n
i
g
h
t
i
n
g
a
l
e
m
ぢ
O
f
E
ロ
隼
呂
d
-

W
h
i
c
h
w
O
u
-
d
b
e
a
-
m
O
S
t
p
S
a
C
C
u
r
a
t
e
a
S
a
n
O
r
d
n
a
n
c
e
s
u
【
く
e
y
m
名
.

と
こ
ろ
で
、
英
文
学
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
訪
れ
る
の
は
、
何
時
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
研
究
社
『
英
語
歳
時
記
』
で
は
、
「
英

①

詩
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
三
世
紀
の
後
半
か
ら
」
と
し
て
い
る
が
、
特
に
作
品
名
を
挙
げ
て
い

な
い
。
一
三
世
紀
に
は
当
馬
叫
ぎ
さ
諒
更
軋
こ
訂
～
屋
首
ぎ
璽
さ
と
い
っ
た
詩
も
あ
る
が
、
内
容
的
に
も
量
的
に
も
逢
か
に
重
要
な

の
は
、
こ
こ
で
扱
う
コ
○
邑
宣
旨
と
耳
-
法
事
註
(
一
七
九
四
行
)
で
あ
ろ
う
。

中
世
英
文
学
に
か
ん
し
て
最
も
造
詣
の
深
か
っ
た
学
軸
W
.
p
.
K
e
r
が
こ
の
詩
に
つ
い
て
、



こ
h
e
m
O
S
t
m
i
r
g
u
l
O
u
S
p
-
e
C
e
O
f
w
r
i
t
i
n
g
-
O
r
I
i
≠
t
h
a
t
i
s
t
0
0
S
t
r
O
ロ
的
a
t
e
r
m
二
h
e
m
O
S
t
C
O
n
t
r
a
r
y
t
O
a
呂

③

p
r
e
c
O
n
C
e
i
く
e
d
O
P
i
n
i
O
n
,
a
m
昌
g
t
h
e
m
乳
i
e
く
a
-
E
n
等
s
h
b
0
0
k
s
.

と
い
う
評
価
を
下
し
た
の
は
、
注
目
し
て
よ
い
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
.
m
i
r
p
c
u
-
O
u
S
-
と
い
う
形
容
辞
は
、
今
日
こ
の
時
代
の
梼
準

④

的
な
選
集
由
等
甘
さ
遅
§
?
空
色
註
二
百
…
よ
鼓
こ
ぎ
転
で
、
l
・
A
・
W
・
B
e
n
n
e
t
t
に
も
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。
更
に
K
e
r
は

⑤

.
T
h
i
s
i
s
t
h
e
m
O
S
t
選
0
計
⊇
i
n
t
O
ロ
e
O
h
a
-
-
t
h
e
t
h
i
r
t
e
e
n
t
h
l
C
e
ロ
t
u
r
y
P
O
e
m
S
-
と
も
い
っ
て
い
る
。

⑫

成
立
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
K
・
H
u
等
n
-
r
に
よ
る
と
推
定
年
代
は
、
H
e
n
r
y
I
H
(
ロ
∽
†
選
か
ら
E
d
w
a
r
d
I

(
-
N
至
男
に
い
た
る
五
代
の
国
王
の
治
世
に
わ
た
っ
て
い
る
。
〓
壷
紀
後
半
よ
。
早
い
こ
と
は
略
確
実
で
、
前
記
B
e
n
n
e
細

⑧

や
C
・
L
W
r
e
n
n
は
二
九
〇
年
代
と
し
て
い
る
。
Q
h
b
は
一
二
五
〇
年
以
前
と
い
う
漠
然
と
し
た
成
立
年
代
を
与
え
て
い
る

が
、
こ
の
作
品
が
e
M
E
の
訂
y
t
e
且
で
あ
る
だ
け
に
、
や
や
物
足
り
な
い
。

猶
、
n
i
g
h
t
i
n
g
a
-
e
と
い
う
語
が
、
O
E
n
i
h
t
(
n
i
g
h
t
)
十
g
巴
e
(
s
i
ロ
g
e
r
)
二
・
g
a
-
a
n
(
t
O
S
i
n
g
)
か
ら
で
あ
る
の
は
周
知
の

事
実
だ
が
、
G
・
2
a
c
h
t
i
g
a
呂
な
ど
と
違
っ
て
、
e
u
p
h
O
n
i
c
.
n
、
が
入
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
詩
の
現
存
す
る
唯
二
つ
の
写
本
、

M
S
C
O
t
t
O
n
C
巴
i
g
u
-
p
A
i
8
(
以
下
M
S
C
と
略
す
)
お
よ
び
M
S
l
e
s
u
s
C
O
-
-
e
g
e
N
¢
(
M
S
l
)
か
ら
で
あ
る
。
但
し
M
S
C
で

⑨

は
一
六
例
中
一
〇
例
ま
で
.
】
、
の
入
っ
た
形
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
M
S
l
で
は
一
例
を
除
き
.
n
、
の
入
ら
な
い
n
i
h
t
e
g
a
-
e
で

⑬

あ
る
。
い
ず
れ
も
一
三
世
紀
の
写
本
で
、
W
・
P
・
K
e
r
の
甥
に
あ
た
る
芦
R
・
K
e
r
に
よ
っ
て
f
a
c
s
i
m
i
訂
が
出
版
さ
れ
た
。

二

O
E
詩
と
の
相
違
は
、
冒
頭
の
一
二
行
で
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

T
h
e
O
w
-
a
n
d
t
h
e
ヨ
g
h
t
i
n
笥
l
e
の
英
語

一
〇
七



T
h
命
○
鼠
〓
E
d
t
h
O
ヨ
富
t
5
.
笥
打
の
英
語

I
c
h
w
a
s
i
n
O
n
e
∽
F
m
e
r
e
d
巴
e

I
n
O
n
e
∽
u
廿
e
d
i
号
e
h
a
-
e
い

ー
h
e
r
d
e
I
c
h
h
O
-
d
e
g
r
e
t
e
t
a
-
e

A
n
h
u
-
e
a
n
d
O
n
e
n
i
甘
口
等
-
e
・

p
a
t
p
E
t
w
g
S
t
i
h
a
n
s
t
P
r
C
a
ロ
S
t
r
O
ロ
甲

⑧

S
u
m
w
i
訂
s
O
f
t
e
a
n
-
u
d
a
m
O
n
g
‥

A
n
e
i
∀
e
r
a
雫
n
O
V
e
r
s
u
a
-

A
n
-
e
t
∀
a
t
u
u
e
-
m
O
d
u
t
巴
‥

A
n
e
i
官
r
s
e
i
d
e
O
f
O
∀
e
r
e
s
c
u
s
t
e

p

a

t

a

-

r

e

w

O

r

S

t

e

∀

a

t

h

i

w

u

s

t

O

‥

A
n
h
∈
e
a
P
h
u
r
e
O
f
O
廿
の
r
e
S
S
O
n
g
e

H
i
h
O
-
d
①
p
-
a
i
d
i
n
g
s
u
∀
e
s
t
r
O
n
g
e
・

私
が
日
当
り
の
よ
い
谷
、

大
変
ひ
そ
か
な
場
所
に
い
る
と
、

泉
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

大
口
論
が
聞
え
て
き
た
。

そ
の
論
争
は
烈
し
く
き
び
し
く
す
さ
ま
じ
く
、

時
に
は
低
く
時
に
は
高
く
、

10

〇
八



お
互
に
腹
一
杯
の

敵
意
を
吐
き
だ
し
、

お
互
の
性
に
つ
い
て

知
る
か
ぎ
り
の
悪
態
を
つ
い
た
。

と
り
わ
け
お
互
の
歌
に
つ
い
て

大
変
す
さ
ま
じ
い
論
争
を
し
た
。

詩
形
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
行
づ
つ
(
冒
頭
は
四
行
)
正
確
に
脚
韻
を
ふ
ん
で
い
る
、
一
行
の
前
半
と
後
半
を
頭
韻
で
結
ぶ
O
E
詩

の
根
本
原
則
は
見
当
ら
ず
、
僅
か
に
頭
韻
句
(
∽
s
t
i
鴫
呂
S
t
胃
C
a
n
S
t
r
O
n
告
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

語
彙
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る
六
九
語
の
う
ち
、
九
回
の
P
ロ
(
p
ロ
d
)
と
四
回
の
O
n
e
.
a
n
(
p
)
を
含
め
て
、

五
八
語
は
、
綴
、
意
味
の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
今
日
で
も
普
通
に
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
。
多
少
と
も
今
日
と
語
形
・
意
味
の
違

う
語
を
順
に
列
挙
す
る
。

I
c
h
(
l
)
-
O
n
e
(
a
)
-
S
u
m
e
r
e
(
s
u
m
m
e
r
)
-
H
h
e
r
d
e
(
h
e
a
r
d
)
、
h
O
】
d
の
(
t
O
h
0
1
d
)
I
g
r
e
t
e
(
g
r
の
a
t
)
-
t
巴
e
(
i
.
e
.

d
e
b
a
t
e
)
-
h
u
-
e
(
O
W
】
)
I
p
p
t
(
t
h
a
t
)
-
p
l
巳
t
(
p
-
e
a
d
,
p
-
e
a
)
-
S
t
i
h
(
s
t
i
鞠
i
・
e
・
h
a
r
d
)
-
a
n
(
a
n
d
)
-
S
t
r
O
n
g
(
i
.
e
.

訂
r
c
e
)
・
S
u
m
毛
i
-
e
(
s
O
m
e
W
h
i
l
e
i
・
e
・
S
O
m
e
t
i
m
e
s
)
二
u
d
(
-
O
u
d
)
,
a
m
O
n
的
(
i
・
e
・
f
r
O
m
t
i
m
e
t
O
t
i
m
e
)
,
e
i
∀
e
r

(
e
i
t
h
e
r
)
-
a
W
e
n
(
a
g
a
i
n
s
t
)
-
○
廿
e
r
(
O
t
h
e
r
)
-
S
u
巴
(
p
・
O
f
s
w
e
l
〓
・
e
・
W
a
S
p
u
ま
d
u
p
)
二
e
t
…
u
t
(
-
e
t
O
u
t
i
.
e
.

-
e
t
-
0
0
S
e
)
-
u
u
e
-
(
e
<
i
-
)
-
m
O
d
(
m
0
0
d
)
I
u
t
(
O
u
t
)
-
巴
(
巴
-
)
-
S
e
i
d
e
(
s
a
i
d
)
-
a
-
r
e
w
O
r
S
t
e
(
w
O
r
S
t
O
f
a
u
)

こ
れ
に
た
い
し
、
今
日
O
b
s
O
-
e
t
e
に
な
っ
た
語
は
、

T
h
e
O
ま
呂
d
t
h
e
ヨ
g
h
t
i
n
笥
-
e
の
英
語



T

h

e

O

w

l

呂

d

t

h

e

E

g

h

t

i

n

g

巴

の

の

英

語

一

一

〇

s
u
∀
e
(
N
L
N
く
e
r
y
)
忘
i
号
e
(
N
s
e
c
r
e
t
)
-
h
已
e
(
N
c
O
r
n
e
r
)
-
∽
t
a
r
C
(
ひ
許
r
c
O
)
-
C
u
S
t
e
(
①
c
h
a
r
a
c
t
e
r
)
-
h
i
(
芦

-
N
t
h
e
y
)
I
W
u
S
t
e
(
-
O
k
n
e
w
)
-
h
u
r
e
(
-
-
:
S
p
e
C
i
a
寺
)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
い
づ
れ
も
O
E
起
源
で
、
d
i
世
e
(
N
)
は
迦
§
妄
竜
で
G
r
e
n
d
e
-
親
子
の
桂
家
の
描
写
(
-
ひ
笥
)
に

も
見
ら
れ
る
。
h
u
r
e
<
O
E
h
u
昌
は
h
u
r
e
a
n
d
h
u
r
e
(
i
・
e
・
e
S
P
e
C
i
a
u
y
)
と
い
う
句
と
し
て
は
、
Q
h
b
最
後
の
例
で
あ
る
。

外
来
語
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
p
-
a
i
t
(
豊
p
E
d
i
n
g
(
G
d
e
b
a
t
e
)
と
い
う
結
局
は
同
じ
語
だ
け
で
あ
る
。

要
約
す
る
と
、

l
詩
形
に
つ
い
て
は
O
C
t
O
S
y
ロ
a
b
i
c
c
O
u
p
-
e
t
が
定
着
し
て
い
る
。

2
頭
韻
は
本
質
的
な
役
割
を
果
し
て
い
な
い
。

3
語
彙
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
普
通
に
使
わ
れ
る
基
本
語
彙
が
、
八
割
以
上
を
占
め
る
。

4
外
来
語
は
僅
か
で
あ
る
。

5
0
E
起
源
で
呂
E
期
に
O
b
s
O
-
e
t
e
に
な
っ
た
語
も
或
程
度
見
ら
れ
る
。

以
上
は
冒
頭
の
一
二
行
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
応
の
目
安
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
、
作
品
全
体
に
つ
い
て
検
討
し
、

更
に
冒
頭
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
の
詩
の
表
現
の
特
徴
を
紹
介
し
た
い
。

三

そ
の
前
に
人
と
巴
)
に
ふ
れ
て
お
く
。
と
い
う
の
は
旨
m
b
が
当
分
未
完
で
あ
る
以
上
、
こ
の
詩
の
言
語
を
し
ら
べ
る
の
に
、
最

も
役
立
つ
の
は
Q
h
b
だ
か
ら
で
あ
る
。
Q
h
b
は
こ
の
作
品
を
非
常
に
よ
く
利
用
し
、
殆
ど
各
行
の
日
ぼ
し
い
語
を
引
用
し
て
い



る
。
筆
者
の
気
づ
い
た
だ
け
で
も
、
こ
の
作
品
か
ら
の
用
例
し
か
挙
げ
て
い
な
い
語
も
三
八
は
あ
る
。
も
っ
と
も
誼
的
b
が
完
成
す

れ
ば
、
こ
の
数
字
が
大
巾
に
減
る
の
は
確
実
で
、
こ
の
数
字
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
但
し
次
の
語
は
竜
m
b
で
も
他
に
見
当

ら
な
い
。H

O
q
u
a
サ
ー
.
p
u
a
t
t
e
S
t
窯
号
n
g
巴
e
-

p
u
m
i
嘗
e
s
t
b
e
t
h
O
t
e
n
g
a
-
e
笥
-
e
・
N
∽
T
p

彼
女
(
泉
)
日
く
「
お
前
さ
ん
は
夜
囁
鳥
だ
が
、

囁
囁
烏
と
い
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
」

等
-
e
笥
-
e
は
n
i
号
n
笥
-
e
を
も
じ
っ
た
、
作
者
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
造
語
で
あ
ろ
う
。

S
i
t
e
ロ
u
S
t
i
-
-
e
.
c
h
a
t
e
r
e
s
t
r
e
.
1

2
e
r
e
T
n
e
u
e
r
i
b
u
n
d
e
u
a
s
t
r
e
・
㌫
∽
l
P

お
だ
ま
り
、
お
し
ゃ
べ
り
女
、

こ
ん
な
に
し
は
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

⑳

前
と
同
じ
く
、
泉
が
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
お
し
ゃ
べ
り
を
た
し
な
め
る
一
節
で
、
c
h
a
t
e
r
e
s
t
r
e
は
c
h
a
t
t
e
r
e
r
の
女
性
形
。
次
行

の
u
a
s
t
r
e
と
の
韻
の
都
合
も
あ
る
が
、
中
世
の
文
学
的
伝
統
で
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
女
性
扱
い
で
あ
る
。
実
際
に
鳴
く
の
は
雄

だ
け
で
、
L
y
n
d
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
代
名
詞
は
h
e
か
i
t
で
あ
る
。
猶
、
こ
の
詩
で
は
、
鷹
以
外
の
鳥
は
す
べ
て
女
性
代
名
詞

T

h

。

O

w

-

g

d

t

h

e

ヨ

富

t

i

n

琶

e

の

英

語

一

二



T
h
e
O
w
-
S
d
t
h
e
窯
g
h
t
i
n
g
巴
e
の
英
語

h
e
O
.
h
O
I
h
わ
で
う
け
ら
れ
て
い
る
。

既
に
述
べ
た
が
、
○
的
b
で
は
こ
の
詩
の
年
代
を
a
(
n
t
e
)
-
N
筈
と
し
て
い
る
の
で
、
用
例
が
ゝ
ミ
苫
ミ
知
ぎ
訂
な
ど
よ
り

も
後
に
く
る
が
、
田
e
n
n
e
t
t
や
W
r
昌
n
の
よ
う
に
二
九
〇
年
代
と
す
れ
ば
、
順
序
が
変
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
旨
司
b
は

C
,
-
N
筈
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
語
彙
に
つ
い
て
初
例
と
い
う
こ
と
は
、
余
程
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四

旨
隻
乙
ぎ
宝
C
守
0
邑
C
訂
は
O
E
か
ら
M
E
へ
の
英
語
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
上
に
恰
好
の
資
料
で
あ
る
が
、
詩
形
に
か
ん
し
て

⑬

も
興
味
深
い
。
即
ち
、
九
三
七
年
の
項
に
あ
る
B
2
ロ
a
n
b
u
r
h
の
戦
勝
を
歌
い
あ
げ
た
詩
は
、
明
ら
か
に
頭
韻
を
ふ
ん
だ
O
E
詩

⑳

で
あ
る
が
、
一
〇
八
六
年
の
項
に
あ
る
W
i
E
p
m
征
服
王
を
う
た
っ
た
三
七
行
の
詩
で
は
、
頭
韻
は
見
ら
れ
ず
、
大
体
二
行
づ
つ

脚
韻
を
ふ
ん
で
い
る
。
O
E
文
学
に
も
山
東
∴
聖
篭
邑
点
∴
ざ
芸
と
い
っ
た
詩
も
あ
り
、
脚
韻
に
た
い
す
る
好
み
も
見
ら
れ
る
が
、
頭

韻
が
第
一
原
則
で
あ
っ
た
。
脚
韻
が
第
一
原
則
に
な
っ
て
い
る
点
で
も
、
W
i
-
-
i
a
m
征
服
王
に
つ
い
て
の
詩
は
明
ら
か
に
M
E
詩

で
あ
る
。
ヨ
訂
p
と
聖
軋
罫
こ
屋
専
ざ
亀
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
現
存
の
写
本
以
上
に
正
確
に
脚
韻
を
ふ
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
美
事
な
脚
韻
の
背
後
に
は
、
か
な
り
の
伝
統
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

⑬

声
D
a
ま
S
も
E
・
l
・
S
t
呂
-
e
y
も
d
O
m
e
l
t
O
m
e
(
∽
畠
ふ
)
c
O
m
e
l
t
O
m
e
(
-
笥
T
N
)
と
い
っ
た
C
h
a
u
c
e
r
や
G
p
w
a
i
n
・
p
O
e
t

を
連
想
さ
せ
る
脚
韻
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
詩
が
C
h
a
u
c
e
r
よ
り
百
五
十
年
近
く
も
古
い
詩
で
あ
る
の
を
考

え
る
と
、
注
目
す
べ
き
事
実
か
も
知
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
脚
韻
を
ふ
む
た
め
に
、
や
や
特
殊
と
思
わ
れ
る
語
を
使
っ
た
ふ
L
も
あ
る
。
次
の
二
例
で
は
M
S
C
と
M
S
l
で

別
の
語
が
見
ら
れ
る
。



W
u
n
d
e
r
e
m
e
言
n
g
∀
w
e
-
乳
a
r
c
a
ロ
S
t
O
r

H
山
u
e
n
i
m
O
n
∽
O
e
p
u
p
T
{
O
r

p
a
t
e
h
i
s
h
e
O
r
t
e
m
i
W
t
e
d
r
i
u
e

T
O
d
O
h
i
t
t
0
0
∀
r
e
s
m
呂
n
e
S
W
i
u
e
・
M
S
C
・
-
烏
甲
の

人
の
女
房
に
手
を
だ
す
よ
う
な

変
な
気
を
お
こ
す
男
が
い
た
と
は
、

私
に
は
摩
討
不
思
議
に
思
わ
れ
る
。

一
行
目
の
s
t
雪
C
a
n
d
s
t
O
r
は
度
々
使
わ
れ
て
い
る
頭
韻
句
s
t
a
r
c
呂
d
乳
r
O
n
g
(
∽
-
研
ぎ
-
-
苫
)
の
変
形
で
あ
る
。
こ
の
場
合

問
題
は
、
s
t
a
r
c
と
の
頭
韻
を
ふ
む
と
同
時
に
、
次
行
の
f
O
r
と
脚
韻
を
ふ
む
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
0
2
か
ら
の
s
t
O
r
以
外
、

考
え
ら
れ
な
い
。
s
t
O
r
は
非
常
に
特
殊
な
語
で
は
な
い
が
、
M
S
J
で
は
s
t
a
r
k
a
n
d
s
O
r
と
書
き
間
違
え
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
こ
と
が
、
次
の
一
節
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

A
c
p
b
i
d
こ
O
t
e
n
O
廿
e
-
e
s

p
u
s
h
已
t
i
h
e
r
e
呂
O
V
e
r
∀
e
s
・
M
S
C
・
↓
S
l
m

し
か
し
、
待
て
待
て
、

お
前
さ
ん
に
も
う
一
つ
聞
か
せ
て
や
る
。

T
h
e
O
w
-
a
n
d
t
h
e
ヨ
g
h
t
i
n
笥
】
巾
の
英
語



T

h

①

O

w

-

a

n

d

t

h

e

窯

g

h

t

i

n

g

巴

訂

の

英

語

二

四

⑳

問
題
は
二
行
目
の
廿
e
s
で
、
こ
の
c
r
u
H
の
説
明
は
B
e
n
n
e
t
t
の
註
釈
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
の
語
が
判
り
難
い
語
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
M
S
J
で
は
別
の
筆
跡
で
b
-
e
s
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

五

⑳

.
R
h
y
m
e
i
s
a
n
e
s
s
e
n
t
i
a
-
訂
a
t
u
r
e
O
h
t
h
e
く
e
r
S
e
O
f
Q
紆
之
‥
a
-
-
i
t
e
r
a
t
i
O
ロ
i
s
a
n
a
d
d
e
d
g
r
a
c
e
-
と
い
う
S
t
P
ロ
訂
y

の
言
葉
通
り
に
、
頭
韻
に
つ
い
て
言
う
べ
き
こ
と
は
す
く
な
い
。
既
出
の
s
t
i
f
a
n
s
t
a
r
c
と
い
っ
た
頭
韻
句
は
時
折
現
わ
れ
、
な

⑳

か
に
は
w
a
r
p
p
w
O
r
d
(
畠
t
h
r
e
w
i
・
の
・
m
註
e
a
s
p
e
e
c
h
)
の
よ
う
に
、
.
c
o
m
m
O
n
G
e
r
m
a
n
i
c
p
O
e
t
i
c
s
t
O
C
k
、
に
属
す

る
句
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
平
凡
の
感
を
免
れ
な
い
。

一
寸
注
意
さ
れ
る
の
は
、
O
E
詩
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
語
原
的
に
裔
妙
な
頭
韻
句
が
、
M
S
C
で
は
w
e
p
m
O
n
a
n
d
w
i
m
l

m
a
n
e
(
-
∽
遥
)
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
に
、
翼
S
l
で
は
m
O
n
a
n
d
w
y
m
m
O
n
e
と
な
っ
て
、
頭
韻
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

O
h
b
w
a
p
m
a
ロ
の
項
に
あ
る
よ
う
に
、
語
頭
の
w
e
p
l
は
讐
喩
的
な
武
器
で
、
女
性
と
区
別
し
て
、
男
根
を
つ
け
た
人
間
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
地
雷
-
妄
竜
(
-
N
監
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
真
面
目
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
使
わ
れ
た
語
で
あ
る
が
、
頭
韻
の
必
要
が
薄

⑬

れ
る
と
と
も
に
廃
れ
た
。
m
a
ロ
と
い
う
語
の
持
つ
二
重
性
(
人
間
・
男
)
を
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ソ
人
も
或
程
度
感
じ
て
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
O
h
b
で
は
二
一
七
五
年
が
最
後
の
例
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
気
が
か
り
な
の
は
二
、
の
頭
韻
で
あ
る
。
S
t
g
-
e
y
は

p
a
t
d
u
s
i
F
u
e
n
e
㌻
s
t
n
O
W
t
訂
n
g
e
・
-
念
の

愚
か
な
愛
は
長
続
き
し
な
い
。



を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
と
比
較
さ
れ
る
の
は
、
柳
か
露
骨
な
例
だ
が
、

H
a
b
b
e
h
e
i
s
t
u
n
g
e
u
n
d
e
r
等
完

2
e
㌻
s
t
h
i
s
F
u
e
n
O
訂
n
g
m
O
r
e
.
巴
甲
の

衣
の
下
に
突
き
さ
し
て
し
ま
え
ば

下
司
の
愛
な
ん
て
そ
れ
っ
き
り
さ
。

厳
密
な
頭
韻
旬
で
は
な
い
に
し
て
も
、
-
○
く
e
L
a
s
t
こ
O
n
的
と
い
っ
た
語
は
、
頭
韻
の
上
で
も
、
意
味
の
上
で
も
C
0
1
-
O
C
a
b
-
e
で
あ

ろ
う
。

六

語
彙
に
つ
い
て
先
づ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
大
体
に
お
い
て
日
常
の
基
本
的
語
彙
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一

見
平
凡
な
事
柄
で
あ
る
が
、
中
世
の
文
学
史
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
考
え
る
と
き
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
こ
の
点
を
強
調
し

た
の
は
、
C
.
L
.
W
r
e
n
n
で
あ
っ
た
。

T
h
e
p
O
e
t
.
W
h
i
-
e
訂
已
○
専
5
g
『
r
e
n
c
h
m
O
d
e
-
i
n
f
O
r
m
a
n
d
m
u
c
h
O
f
h
i
s
t
e
c
h
ロ
i
q
u
e
-
i
s
t
h
e
賢
s
t
i
n

E
n
g
-
i
s
h
t
O
S
e
e
k
a
-
a
n
g
u
品
e
f
O
r
p
O
e
t
r
y
O
h
t
h
e
k
i
n
d
W
O
r
d
s
w
O
r
t
h
w
a
s
-
a
t
e
r
t
O
S
t
r
i
く
e
a
昔
e
r
1
-
-
し
。
p

S
e
-
e
c
t
i
O
ロ
○
{
t
h
e
-
a
ロ
g
u
a
g
e
r
e
a
-
-
y
u
s
e
d
b
y
m
e
n
、
.
I
i
ロ
C
O
n
S
C
i
O
u
S
p
r
O
t
e
S
t
a
g
a
i
n
s
t
t
h
e
m
O
r
e
a
l
t
i
D
O
i
a
-

S
t
y
訂
S
應
望
洛
註
b
y
許
c
O
m
-
ロ
g
F
r
e
n
c
h
m
O
d
e
-
s
c
u
-
m
i
n
a
t
i
n
g
i
ロ
t
h
e
h
i
g
h
-
y
-
i
t
e
r
a
r
y
知
〇
三
5
さ
l
計
訂
.
知
9
品

当
訂
∵
Q
ま
「
巴
嵐
〓
臣
d
ウ
音
量
の
英
語



T
h
e
O
亀
〓
昌
d
t
h
e
三
富
t
i
n
g
巴
e
の
英
諮

⑳

O
f
t
h
e
m
i
d
・
-
営
h
c
e
n
t
u
r
y
・

同
教
授
の
著
書
3
屯
田
喝
叫
監
い
ぬ
式
ま
虎
へ
の
次
の
一
節
も
、
こ
の
詩
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

…
…
h
e
〔
i
.
e
.
W
O
r
d
s
w
O
r
t
h
〕
w
P
S
i
n
s
O
m
e
m
e
a
S
u
r
e
C
O
n
t
i
ロ
u
i
n
的
p
t
r
乳
i
t
i
O
n
O
輪
㌻
m
i
-
i
a
r
-
a
n
g
u
a
g
O
i
n

C
e
r
t
a
i
n
k
i
n
d
s
O
輪
く
e
r
S
e
.
W
h
i
c
h
h
a
d
e
軋
s
t
e
d
巳
-
O
a
S
t
S
i
n
c
e
t
h
e
t
w
e
E
h
c
e
n
t
u
r
y
、
a
n
d
i
n
w
h
i
c
h
C
h
a
u
c
e
r

⑳

h
a
d
e
H
C
e
呂
e
d
.

同
時
に
こ
の
詩
が
論
争
詩
で
あ
っ
て
、
泉
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
烈
し
い
や
り
と
り
を
、
生
き
生
き
と
表
現
す
る
た
め
に
も
、
日

常
卑
近
な
言
語
が
最
適
で
あ
っ
た
。
O
E
詩
の
詩
語
の
拘
束
の
も
と
で
は
、
こ
の
よ
う
な
詩
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

七

外
来
語
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
九
三
五
年
に
、
M
a
r
y
S
e
r
j
e
a
n
t
s
O
n
が
ゝ
和
ぎ
3
:
、
善
:
評
五
首
-
さ
乱
:
ぎ
如
董
詳

⑳

で
、
こ
の
詩
に
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
・
北
欧
語
か
ら
の
語
彙
を
列
挙
し
て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
語
に
つ
い
て
、
女
史
の
リ
ス
ト
は
殆

ど
完
壁
と
い
え
る
が
、
三
つ
の
点
に
注
意
し
た
い
。

第
一
に
テ
キ
ス
ト
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
僅
か
な
が
ら
外
来
語
の
数
が
違
っ
て
く
る
。
こ
の
詩
の
一
七
行
目
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
ひ

そ
ん
で
い
る
生
垣
に
つ
い
て
、
M
S
C
で
は
。
r
e
W
a
S
t
e
廿
i
c
k
e
h
e
g
g
e
(
荒
れ
茂
っ
た
生
垣
)
と
あ
る
が
、
M
S
l
で
は
O
r
e
u
P
S
t
e

寸
i
c
k
e
h
e
g
g
e
(
堅
固
な
茂
っ
た
生
垣
)
と
あ
る
。
女
史
の
採
用
し
て
い
る
w
g
t
e
な
ら
ば
プ
ラ
ソ
ス
語
か
ら
だ
が
、
u
a
s
t
e
は
O
E

訂
s
t
か
ら
で
、
.
S
O
u
t
h
e
r
n
g
i
c
i
ロ
g
.
に
よ
っ
て
語
頭
が
有
声
に
な
っ
た
本
来
語
で
あ
る
。



同
じ
こ
と
は
語
原
の
解
釈
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
女
史
は
リ
ス
ト
の
な
か
に
、
k
u
k
e
w
e
-
d
(
-
詮
-
c
g
k
O
-
d
)
を
恐
ら
く
意

識
的
に
入
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
W
y
-
瓜
の
〔
扁
臼
は
別
と
し
て
、
○
向
日
を
は
じ
め
大
抵
の
辞
書
は
フ
ラ
ソ
ス
語
起
源
と
し
て

い
る
。

⑳

最
後
に
、
一
番
賛
成
し
が
た
い
の
は
、
二
)
酔
∵
Z
c
O
n
t
a
i
ロ
S
b
u
t
訂
w
F
r
昌
C
h
w
。
r
d
∽
い
n
。
r
害
(
こ
h
e
完
○
‡
r
e
a
t
i
n
t
e
r
e
s
t
-

と
い
う
女
史
の
結
論
の
後
半
で
あ
る
。
前
述
の
k
u
k
e
w
e
-
d
は
、
O
h
b
-
旨
m
b
と
も
こ
の
例
が
断
然
初
例
で
あ
り
、
F
k
等
e
-
d

に
は
つ
き
も
の
の
的
e
-
u
s
(
-
0
3
j
e
a
-
O
u
S
)
も
同
様
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
C
h
a
u
c
e
r
の
い
く
つ
か
の
物
語
の
k
e
y
w
O
r
d
s
が
、

こ
の
作
品
に
始
め
て
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
に
目
ぼ
し
い
語
を
拾
っ
て
み
る
と
、
夫
婦
関
係
の
語
で
は
s
p
u
s
e
(
-
い
ざ
G
N
可
s
p
O
u
S
e
)
-
S
p
u
S
i
ロ
g
(
-
∽
試
-
筐
O
m
乳
r
i
l

m
O
n
y
)
は
初
例
な
い
し
初
例
に
近
い
。
こ
の
詩
に
】
食
管
i
s
t
i
c
旨
く
O
u
r
を
与
え
て
い
る
法
律
用
語
で
は
、
p
E
t
(
∽
p
-
①
註
i
n
g
)
-

b
a
t
a
i
-
e
(
-
-
笥
t
r
i
a
-
b
y
b
a
t
t
-
e
)
、
鳥
類
で
は
F
u
k
u
ロ
(
-
e
-
E
c
O
n
)
-
P
i
e
(
-
N
仇
m
a
g
p
i
e
)
、
動
詞
で
は
i
p
e
i
n
t
(
宗

p
a
i
n
t
e
d
)
が
い
づ
れ
も
初
例
で
あ
る
。
c
e
r
t
e
s
(
-
宗
Q
c
O
r
t
a
i
n
-
y
)
と
い
っ
た
副
詞
や
、
珍
ら
し
い
誓
言
d
a
h
e
t
(
芦
-
-
寧

-
訣
-
i
-
=
u
c
村
)
も
注
意
さ
れ
る
。
d
i
s
p
u
t
i
n
的
①
(
彗
盟
と
い
う
語
自
体
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
語
彙
が
す
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
疎
い
詩

人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
既
に
引
用
し
た
W
r
昌
n
の
文
章
に
も
こ
n
c
O
n
S
C
i
O
u
S
P
r
O
t
印
S
t
.
と
あ

っ
た
が
、
や
た
ら
に
外
来
語
を
ふ
り
ま
わ
さ
な
い
点
に
、
こ
の
詩
人
の
見
識
が
伺
わ
れ
る
。

⑳

同
時
に
、
S
m
i
t
h
O
r
S
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
語
彙
の
比
率
は
、
文
体
と
関
れ
ん
づ
け
て
考
え
る
べ
き
で
、
c
O
u
9

号
i
a
l
な
文
体
で
は
、
当
然
フ
ラ
ン
ス
系
の
語
彙
は
す
く
な
く
な
る
。

北
欧
系
の
語
彙
と
な
る
と
、
英
語
と
同
じ
ゲ
ル
マ
ン
系
で
あ
る
だ
け
に
複
雑
で
あ
る
。
S
e
r
j
e
P
ロ
t
S
O
n
は
一
三
語
を
挙
げ
る
の
に

T
h
O
O
w
】
a
n
d
音
e
2
-
号
t
i
n
g
巴
e
の
英
語



d
h
O
9
諷
p
P
d
t
h
q
H
票
富
t
i
n
g
巴
罫
の
英
語

⑳

た
い
し
、
北
欧
の
学
者
S
u
n
d
b
y
は
二
〇
語
と
し
て
い
る
。
次
に
D
O
b
s
O
n
の
指
摘
す
る
「
南
東
部
方
言
に
見
ら
れ
る
北
欧
語
」

⑳

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る
に
は
、
筆
者
の
知
識
が
不
足
す
る
が
、
D
O
b
s
O
n
は
i
u
e
(
畠
-
a
d
j
.
i
ロ
.

⑳

e
島
ロ
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
語
は
C
h
a
u
c
e
r
も
意
識
的
に
北
部
方
言
を
と
り
入
れ
た
箇
所
以
外
使
っ
て
い
な
い
。
s
t
O
r
(
-
ミ
∽

g
r
e
a
t
i
n
d
e
g
r
e
e
)
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
h
y
b
r
i
d
で
は
あ
る
が
ー
a
h
才
h
e
s
s
e
(
-
可
舎
】
a
w
2
-
n
e
s
s
)
は
初
例
で
あ
る
。

S
k
・
で
始
ま
る
一
れ
ん
の
語
s
c
k
i
】
e
(
-
霊
s
k
i
u
-
i
・
e
・
r
e
a
S
O
n
)
,
S
k
e
n
t
e
(
-
富
∽
t
O
昌
t
e
r
t
a
i
n
)
-
S
k
e
n
t
i
n
駕
(
蛍
石
.
e
t
c
.

e
n
t
e
ユ
a
i
n
m
e
P
t
)
.
浄
e
r
e
(
-
∽
S
t
O
C
-
e
a
r
O
f
a
c
h
a
品
e
)
も
あ
る
が
、
n
a
i
.
n
巴
(
切
お
ー
宗
の
ー
ー
の
3
ロ
a
y
)
と
い
う
否
定
辞

の
繰
返
し
は
効
果
的
で
あ
る
。
.

宅
a
i
-
n
a
i
・
l
n
a
u
e
s
t
u
n
O
n
e
m
i
嘗
e
こ
望
○

い
や
い
や
、
お
前
さ
ん
に
力
な
ん
か
あ
る
も
ん
か
。

こ
の
一
行
で
は
否
定
が
四
度
重
な
っ
て
い
る
。
O
E
か
ら
の
n
a
(
n
O
)
で
は
弱
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

⑳

ウ
ェ
・
1
ル
ズ
語
と
な
る
と
完
全
に
お
手
上
げ
で
あ
る
が
、
W
r
e
n
n
教
授
の
説
を
紹
介
し
て
お
く
。

こ
の
詩
の
二
三
〇
行
あ
た
り
に
、
泉
は
死
ん
で
案
山
子
と
な
っ
て
人
の
役
に
立
つ
と
あ
り
、
穀
物
を
食
い
荒
す
鳥
の
名
が
列
挙

し
て
あ
る
。

P
i
n
n
u
c
Y
等
-
P
n
c
.
r
O
k
I
n
O
C
r
O
W
e
.
u
u
O

問
題
は
p
i
n
n
u
c
で
、
今
日
こ
の
詩
の
標
準
的
な
S
t
a
n
-
e
y
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
p
i
n
n
u
c
‥
h
e
d
g
e
品
p
a
コ
O
W
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
h
。
d
等
S
P
a
ヨ
W
(
か
や
く
ぐ
り
)
に
は
h
e
i
-
S
u
宗
e
(
g
∽
)
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
W
r
昌
ロ
は
p
i
n
n
u
c
を



ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
p
i
n
c
‥
訪
日
C
h
.
c
h
a
諦
n
c
h
と
比
較
し
て
、
c
h
a
隷
首
石
h
と
す
る
。
c
h
a
誅
n
c
h
と
と
れ
ば
、
こ
の
一
行
は
r
O
k

(
r
0
0
k
)
と
C
r
O
W
に
た
い
し
、
c
h
a
訣
n
c
h
-
g
O
-
d
P
P
C
h
と
似
た
類
を
集
め
た
こ
と
に
な
り
、
殊
に
旨
c
h
類
は
穀
物
を
食
う
鳥
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
コ
ど
テ
キ
ス
ト
に
は
相
応
し
い
。

八

昏
○
§
屯
の
は
じ
め
に
h
e
a
-
品
e
b
e
d
d
p
(
忠
)
と
い
う
優
雅
な
詩
語
が
あ
る
。
「
頭
(
h
邑
S
)
を
ま
い
て
共
に
(
g
e
・
)
臥
す
相

手
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
こ
の
詩
以
外
に
は
な
い
。
h
e
a
-
S
を
と
っ
た
g
註
e
d
d
a
も
大
体
同
じ
意
味
で
、
O
E
散
文
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
g
e
b
e
d
d
a
が
M
E
で
は
i
b
e
d
d
e
-
b
e
d
d
e
と
な
る
が
、
i
b
e
d
d
e
は
○
劉
p
h
5
円
b
と
も
こ
の
詩
の
例
(
繁
華

-
畠
0
,
-
∽
3
)
だ
け
で
あ
る
。
b
e
d
d
e
の
方
は
こ
の
詩
の
例
(
-
筈
)
以
外
に
も
竜
m
b
に
は
あ
る
が
、
い
づ
れ
に
せ
よ
消
え
る
運

命
の
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
語
尾
が
更
に
弱
ま
れ
ば
、
b
e
d
そ
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
詩
で
は

同
じ
意
味
を
あ
ら
わ
す
の
に
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
新
し
い
超
u
S
e
(
S
瑠
u
S
e
)
も
既
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
消
え
る
運
命

の
蒼
が
約
六
十
あ
り
、
数
の
上
で
は
外
来
語
に
略
匹
敵
す
る
。

複
合
語
と
し
て
は
、
e
a
r
d
i
n
笥
t
O
W
e
(
N
船
d
w
e
E
n
g
・
P
l
p
c
e
)
-
㌻
s
t
r
e
d
O
(
柏
に
哲
m
l
y
r
e
嬰
P
l
く
e
d
)
-
d
巴
r
i
ヨ
(
試
S
C
u
g

r
i
m
O
f
d
a
y
,
d
p
w
n
)
:
u
m
h
u
s
(
笠
帖
-
霹
N
r
0
0
m
y
h
O
u
S
e
-
P
r
i
4
y
)
-
g
r
i
∀
b
2
C
h
e
(
-
㌶
か
b
完
a
C
h
O
f
t
h
e
p
e
a
c
e
)
な
ど

注
目
さ
れ
る
。
e
雪
d
i
n
甥
t
O
W
e
は
〇
回
で
普
通
の
語
だ
が
、
恕
旬
日
で
は
最
後
の
例
で
あ
る
。
訂
∽
t
r
e
d
e
(
O
E
h
搾
乳
も
乳
)
も

醇
Q
S
竜
(
e
Q
)
に
見
ら
れ
る
が
、
竜
m
b
唯
一
の
例
で
あ
る
。
d
a
i
r
i
m
も
最
後
の
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
O
E
で
は
散
文
で
も

使
わ
れ
て
い
る
。
次
の
二
つ
は
O
E
起
源
で
は
な
い
。
H
己
m
h
u
s
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
起
源
だ
が
、
Q
h
b
r
8
m
a
d
j
.
の
項
に
あ
る

唯
一
の
例
で
、
こ
の
語
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
。
g
r
i
∀
b
2
C
h
e
の
g
r
i
廿
は
○
宅
か
ら
で
、
こ
の
詩
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の

T
h
0
0
W
】
g
d
t
h
仲
買
等
t
i
n
笥
l
e
の
英
語



T

h

e

O

w

-

a

n

d

t

h

e

竺

g

h

t

i

n

g

a

訂

の

英

語

一

二

〇

p
e
切
(
S
e
p
e
g
e
)
と
共
存
し
て
い
た
が
、
後
に
圧
倒
さ
れ
た
。
筆
者
の
気
づ
い
た
限
り
で
は
、
〇
回
の
詩
語
に
由
来
す
る
複
合

語
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
意
味
の
上
で
注
意
さ
れ
る
語
は
、
i
b
e
r
e
(
N
N
N
.
-
富
加
。
u
t
C
r
y
)
-
d
r
e
i
m
(
N
r
u
-
-
j
O
y
O
u
S
S
O
u
ロ
d
)
-
C
-
u
d
e
(
-
暮
-

r
O
C
k
)
な
ど
で
あ
ろ
う
。
ゝ
長
さ
エ
㌘
至
芸
C
ぎ
Q
邑
C
訂
七
五
五
年
の
項
で
C
y
n
等
u
l
h
王
の
殺
害
を
知
ら
せ
る
婦
人
の
g
e
b
彗
u
が
、

態
度
(
b
e
註
n
g
)
で
は
な
く
悲
鳴
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
詩
そ
の
他
M
E
の
i
b
e
r
e
か
ら
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
ゝ
薦
㌻
l
h
更
苫
云
C
ぎ
Q
邑
C
訂
を
連
想
さ
せ
る
h
e
r
①
(
-
3
N
L
只
P
G
等
a
r
m
y
)
-
訂
r
d
e
(
ロ
麗
こ
女
声
-
S
N
こ
の
軍

G
等
a
r
m
y
)
も
頻
出
す
る
が
、
意
味
の
上
で
の
区
別
は
判
明
し
な
い
。

文
法
語
と
し
て
は
∀
①
に
つ
い
て
、
Q
的
b
は
c
O
阜
t
h
a
t
(
筐
-
)
と
C
O
n
j
・
t
h
a
n
(
ひ
詮
)
の
意
味
で
は
、
こ
の
詩
の
例
を
最
後

に
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
語
の
場
合
に
は
、
特
に
目
安
程
度
に
う
け
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

九

前
章
で
g
r
i
冨
r
u
c
h
e
(
b
r
e
a
k
i
n
g
O
f
p
e
a
c
e
)
と
い
う
複
合
語
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
詩
に
は
s
p
u
s
b
r
u
c
h
e
(
-
山
霊
b
r
e
a
k
i
n
g

O
h
m
P
t
r
i
m
O
n
y
∵
・
e
,
a
d
u
-
t
e
r
y
)
と
い
う
語
も
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
s
p
u
s
e
は
新
し
い
語
で
あ
る
か
ら
、
s
p
u
s
b
2
C
h
e
は

g
r
i
冨
r
u
c
h
e
な
ど
に
な
ら
っ
て
つ
く
ら
れ
た
、
比
較
的
新
し
い
複
合
語
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
の
英
語
の
造
語
能
力
と
な
る
と
、

筆
者
の
手
に
余
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
で
目
立
つ
の
は
否
定
辞
u
n
l
と
の
複
合
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
こ
の
詩
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
S
t
a
n
-
e
y
の
テ
キ
ス
ト
の
グ
ロ
サ
リ
で
は
三
五
を
数
え
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
は
次
の
例
で
あ
る
。

W
i
a
t
u
i
t
e
s
t
u
m
e
m
i
n
e
u
n
s
t
r
e
n
g
V
e



A
n
m
i
n
e
u
n
雪
e
t
e
a
n
m
i
n
e
u
已
昌
等
e
I

A
n
s
e
i
s
t
甘
t
i
c
h
n
a
m
n
O
W
t
S
t
r
O
n
的

く
O
r
i
c
h
n
a
m
n
O
V
e
r
彗
e
t
n
e
-
○
ロ
g
～
詔
T
か

な
ぜ
お
前
さ
ん
は
私
が
非
力
で

小
柄
で
寸
足
ら
ず
な
の
を
非
難
し
て
、

私
は
大
き
く
も
高
く
も
な
い
の
で

強
く
も
な
い
と
い
う
の
で
す
か
。

前
半
の
二
行
で
u
n
l
を
使
っ
て
表
わ
し
た
そ
の
ま
ま
を
、
後
半
の
二
行
で
言
い
変
え
た
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

作
者
が
意
識
的
に
u
n
l
の
効
凛
を
狙
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。
u
ロ
g
r
e
t
e
(
拐
N
w
a
n
t
O
:
i
且
だ
け
は
こ
の
例
以
外
に
な
い
。

寸
足
ら
ず
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
方
で
は
、
泉
の
こ
と
を
u
n
w
i
Y
(
㌍
声
望
帥
m
O
n
S
t
e
r
)
と
い
っ
て
か
ら
か
う
が
、
p
e
j
?

r
p
t
i
く
e
な
F
n
・
も
残
っ
て
い
る
。

u
n
・
程
で
は
な
い
が
、
t
9
-
冒
r
・
と
の
複
合
動
詞
も
各
々
一
〇
以
上
あ
る
。

一
〇

こ
れ
ま
で
の
引
用
か
ら
も
、
こ
の
作
品
の
く
だ
け
た
調
子
は
窺
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
更
に
こ
の
詩
は
露
骨
に
卑
猥
で
あ
る
。
鴎
ミ
キ

己
註
賢
二
皆
笠
監
二
百
更
:
き
∵
さ
ま
は
す
ぐ
れ
た
選
集
で
、
こ
の
詩
を
最
初
に
か
か
げ
、
量
的
に
も
三
分
の
一
握
抜
翠
し
て
い

る
が
、
こ
の
点
を
理
解
す
る
に
は
不
十
分
の
よ
う
だ
。
作
者
は
意
識
的
に
優
雅
な
も
の
を
避
け
、
露
骨
な
卑
猥
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

T
h
e
O
w
-
a
n
d
t
h
e
ヨ
g
h
t
i
n
笥
-
由
の
英
語



T

h

の

○

旦

〓

昌

か

t

h

e

三

富

t

i

日

管

旨

の

英

語

一

二

二

も
っ
と
も
O
b
s
c
e
n
e
と
い
う
一
六
世
紀
以
来
の
語
は
な
い
。
否
定
辞
u
n
・
を
使
え
ば
u
n
c
-
e
n
e
(
芦
N
N
U
u
n
c
-
e
呂
)
と
な
る
が
、

㌍
h
i
t
痍
0
乙
e
(
g
①
s
h
i
t
w
O
r
d
s
-
m
u
C
k
y
w
O
↑
d
s
)
と
い
う
他
に
例
の
な
い
語
も
あ
る
。
牧
童
が
の
の
し
り
あ
う
折
の
言
葉
に
使

わ
れ
、
C
h
a
u
c
e
r
-
当
訂
(
訂
更
ヨ
監
事
峯
武
更
の
.
a
s
h
i
t
e
n
s
h
e
p
h
e
r
d
e
a
n
d
a
c
-
e
n
e
s
h
e
e
p
-
(
∽
定
)
を
思
わ
せ
る
。

更
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
2
-
、
u
u
-
(
f
O
u
-
)
で
一
九
回
に
及
ぶ
。
今
日
で
も
f
O
u
-
と
O
W
-
は
語
呂
が
い
い
が
、
こ
の
詩

人
も
一
度
だ
け
E
e
l
h
u
-
e
(
-
巴
?
S
の
脚
韻
を
使
っ
て
い
る
。
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
泉
に
た
い
し
て
E
e
を
連
発
し
、
動
詞
と

し
て
も
使
っ
て
い
る
。

H
i
f
u
-
e
∀
h
i
t
u
p
t
O
∀
e
c
h
i
n
ロ
e
・
霊

泉
の
雛
は
巣
を
鰐
ま
で
汚
す
。

大
変
汚
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ん
で
く
る
が
、
泉
も
負
け
ず
に
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
人
間
様
の
住
家
と
い
え
ば
、
必
ず
便
所
で
鳴
い

て
い
る
と
や
り
返
す
。

マ
r
m
e
m
巴
廿
e
i
-
O
m
e
S
t
旨
d
e

p
a
r
m
e
P
W
O
r
p
e
V
h
O
r
O
b
i
h
i
n
d
e
・
ひ
拐
ふ

お
前
さ
ん
が
一
番
よ
く
見
つ
か
る
の
は

人
間
様
が
お
し
り
を
突
き
だ
す
所
だ
。

b
i
h
i
n
d
e
は
名
詞
で
、
文
字
通
り
お
し
り
で
あ
る
。
当
時
の
便
所
は
主
屋
の
外
、
雑
草
の
茂
っ
た
あ
た
り
に
あ
っ
て
、
○
ロ
e
h
O
-
e



b
r
e
d
e
(
蕎
)
「
穴
の
あ
い
た
板
切
」
が
わ
た
し
て
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
r
u
m
h
u
s
(
ひ
浩
,
窃
N
r
0
0
m
y
h
O
u
S
e
)
で

あ
ろ
う
。

E
e
w
O
r
d
e
(
N
窃
)
を
使
う
の
は
泉
の
言
う
よ
う
に
、
牧
童
だ
け
で
は
な
い
。
二
羽
の
鳥
が
我
を
忘
れ
、
お
互
に
不
撫
な
奴
と

の
の
し
り
な
が
ら
、
さ
か
ん
に
不
潔
な
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
詩
の
面
白
さ
が
あ
る
。

ロ
O
d
①
m
a
k
e
V
0
-
d
w
i
f
u
r
n
e
・
B
∞

必
要
は
老
婆
を
走
ら
せ
る
。

こ
の
場
合
の
ロ
e
e
d
は
.
〇
訣
c
e
s
O
h
n
a
t
u
r
e
.
の
意
味
だ
が
、
O
h
b
の
例
よ
り
百
年
近
く
古
い
。
こ
の
語
は
.
s
e
8
u
a
-
n
e
e
d
.

(
-
筐
N
)
の
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
う
た
わ
れ
て
い
る
愛
は
、
み
や
び
や
か
な
c
O
u
r
t
-
y
l
O
く
e
に
は
程
遠
く
、
露
骨

な
性
慾
で
、
g
O
】
n
e
s
s
e
(
畠
N
.
e
t
c
.
-
e
c
h
e
r
y
)
と
も
W
O
d
e
r
e
s
(
巴
N
m
a
d
i
m
p
u
-
s
e
)
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
g
O
-
ロ
e
S
S
e
は

O
E
g
a
-
n
e
s
に
由
来
し
、
こ
の
詩
が
最
後
で
あ
る
。
鳥
の
性
行
為
に
つ
い
て
、
C
h
a
u
c
e
r
は
ヨ
訂
h
5
芸
.
h
守
れ
邑
-
h
叫
訂
訂
で

.
t
r
e
M
乙
、
と
い
う
語
を
印
象
的
に
使
っ
た
が
、
こ
の
語
の
場
合
に
は
、
Q
的
b
で
こ
の
詩
の
例
(
筈
-
)
が
最
初
で
あ
る
。

卑
猥
で
は
な
い
が
、
卑
近
な
誓
え
、
諺
の
多
い
の
も
こ
の
詩
の
特
色
で
あ
る
。
鳥
ば
か
り
で
な
く
、
a
p
e
(
G
N
e
b
p
r
e
W
(
食
餌

b
P
r
r
O
W
l
p
i
的
)
.
b
O
r
e
(
全
∽
b
O
a
r
)
-
b
O
r
e
(
-
O
N
-
b
e
胃
)
I
C
a
t
(
筐
P
B
e
)
、
u
O
H
-
f
O
M
(
巴
N
.
e
t
c
・
)
-
h
u
n
d
(
∽
拐
e
t
c
・
-
d
O
g
I

h
O
u
n
d
)
と
い
っ
た
け
も
の
も
登
場
し
、
一
層
h
O
m
e
-
y
な
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。

O
n
a
p
e
m
a
i
p
b
O
O
b
i
h
巴
d
e

A
n
l
e
u
e
s
w
①
n
d
e
n
紡
▲
巴
t
的
已
d
e
-

T
h
①
O
w
-
a
已
t
h
e
声
音
t
i
P
笥
l
e
の
英
語



T
h
e
O
w
-
呂
d
t
h
e
三
富
t
i
n
笥
-
。
の
英
語

A
h
h
e
n
e
c
O
n
寸
e
b
e
t
甘
r
u
O
r
e

O

h

c

-

e

r

k

e

s

-

O

r

e

-

t

O

p

n

e

m

O

r

e

‥

p
a
h
∀
u
i
s
e
O
甘
s
t
e
O
r
r
e
巴
s
w
a

2
a
r
t
u
寸
O
W
i
∽
u
r
e
n
e
a
u
e
r
∀
e
ロ
〇
・
㍍
拐
l
∽
e

猿
公
だ
っ
て
書
物
を
に
ら
ん
で
頁
を
め
く
り

ま
た
閉
じ
る
か
も
知
れ
な
い
が

そ
れ
だ
け
学
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は

こ
れ
っ
き
り
も
な
い
ん
だ
。

ご
同
様
に
お
前
さ
ん
が
星
を
見
つ
め
た
っ
て

ち
っ
と
も
賢
く
ほ
な
ら
ん
よ
。

泉
が
い
く
ら
星
を
眺
め
て
み
て
も
、
s
t
O
r
r
e
l
W
i
s
(
-
∽
-
∞
s
t
a
r
・
W
i
s
e
、
S
k
i
-
訂
d
i
n
p
加
t
r
0
-
0
鴫
y
)
に
は
な
ら
な
い
と
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
が
か
ら
か
っ
た
く
だ
り
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
は
、
「
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
日
く
」
と
い
っ
た
諺
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
一
例
だ
け
注
意
し
て
お
く
。

ヴ
〓
s
n
O
u
t
S
O
ざ
～
∀
a
t
h
i
t
n
g
諷
尽

2
e
n
O
≠
s
O
ぎ
恵
甘
t
h
i
t
ロ
e
邑
尽
・
-
N
拐
ふ

冷
め
な
い
ほ
ど
熱
い
も
の
は
な
く



汚
れ
な
い
ほ
ど
白
い
も
の
は
な
い
。

イ
タ
リ
ッ
ク
(
筆
者
)
に
し
た
語
が
、
順
序
を
変
え
て
O
E
詩
当
馬
和
ぎ
章
首
「
討
恵
苗
に
も
見
ら
れ
、
言
葉
の
上
で
も
O
E
と
の

C
O
n
t
i
ロ
u
i
t
y
が
認
め
ら
れ
る
。

S
e
a
r
O
ぎ
恵
邑
草
S
u
m
O
r
ぎ
ー
0
訂
①
・
笥

但
し
こ
の
場
合
に
は
s
e
a
r
O
h
w
i
t
(
c
u
n
n
i
n
g
w
h
i
t
e
i
・
e
・
S
p
】
e
n
d
i
d
w
h
i
t
e
n
e
s
s
)
-
S
u
m
O
r
h
a
t
(
s
u
m
m
e
r
.
s
h
e
p
t
)
と
い
う
複

合
語
を
使
っ
た
、
O
E
の
簡
潔
な
表
現
が
優
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
こ
の
詩
の
こ
と
ば
の
諸
相
に
つ
い
て
印
象
を
述
べ
た
。
周
知
の
ご
と
く
、
C
h
S
C
e
r
は
ユ
ー
モ
ァ
に
富
ん
だ
C
0
-
-
月
u
i
巴

な
、
時
に
卑
近
な
英
語
で
語
り
か
け
る
の
を
得
意
と
し
た
が
、
そ
の
言
葉
の
流
れ
は
、
更
に
百
五
十
年
も
以
前
の
こ
の
詩
ま
で
遡
っ

て
い
る
。
「
英
詩
の
父
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
的
イ
タ
リ
ア
的
要
素
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
に
極
め
て
イ
ギ
リ
ス
的

な
作
品
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
一
九
七
二
年
一
〇
月
八
日
、
中
世
英
文
学
研
究
会
例
会
で
の
口
頭
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔注〕
①
『
英
語
歳
時
記
・
春
』
p
・
-
.
準

◎
M
・
W
・
G
r
O
S
e
紆
D
・
M
c
K
昌
n
P
‥
○
㌫
h
富
さ
さ
卜
謎
等
已
ミ
♪
P
.
-
印
ゴ

⑨
W
・
P
・
K
e
r
=
鼓
乱
す
已
加
古
寮
か
ト
訂
蔓
ま
、
♪
p
t
-
芦

④
○
サ
註
・
-
P
・
-
・
B
e
呂
e
t
t
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
.
S
u
r
P
r
i
s
i
n
g
、
(
p
.
註
)
と
も
い
っ
て
い
る
。

⑤
Q
や
C
ぎ
p
.
詮
.

T
h
e
O
w
l
呂
d
t
h
e
ヴ
〓
昔
t
i
n
g
a
l
e
の
英
語

二
一
五



⑥⑦⑧⑨⑲㊤⑲⑲⑲⑲⑫⑲⑯⑲

T
h
e
O
w
-
p
ロ
d
t
h
O
2
{
晋
t
i
n
g
a
訂
の
英
語

K
.
宰
品
呂
i
r
‥
3
訂
9
巳
も
真
二
蒙
こ
屋
首
ぎ
至
話
‥
哲
ミ
C
ぶ
b
旨
,
ゝ
邑
訂
ヽ
-
P
・
$

Q
や
C
早
p
.
N
・
推
定
の
根
拠
に
つ
い
て
は
同
書
参
照
。

昏
受
昔
首
昏
こ
ぎ
ぎ
鼓
革
E
n
誓
註
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e
.
中
の
.
E
a
r
-
y
M
i
d
d
-
O
E
ロ
嘗
s
h
P
e
r
i
O
d
.
の
項
。

-.NeP

E
.
E
.
T
.
S
.
2
0
.
N
巴
-
-
∽
示
P

C
f
.
n
O
W
切
○
畏
n
O
W
-
O
u
d
a
m
O
n
甲
叫
ぎ
こ
軽
度
告
爪
音
罫
-
N
謳

も
っ
と
も
・
e
S
t
r
e
が
、
必
ず
し
も
女
性
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

P
a
H
k
c
H
M
S
.

L
P
u
d
M
S
.

T
O
-
k
i
e
n
.
G
O
r
d
O
n
紆
D
p
ま
S
(
e
d
s
.
)
‥
惣
ヽ
G
詮
妄
訂
串
監
こ
訂
n
ぎ
宝
」
ぎ
舟
軍
p
.
笥
・

O
や
C
草
p
・
N
㌶
・

E
.
G
.
S
t
呂
-
e
y
‥
リ
訂
=
9
巳
受
ま
叫
監
石
h
長
音
、
訂
笥
訂
.
p
.
旨
.

C
h
.
T
O
-
k
i
e
n
-
G
O
r
d
O
n
紆
D
p
5
.
5
‥
尽
,
鼓
,
.
P
・
B
,

C
誉
l
e
s
p
e
r
s
e
n
∴
⊇
こ
善
詳
長
屋
=
斗
9
書
芸
蚕
p
t
N
巴
,

⑳㊧⑳⑳㊨⑳⑳

.
T
h
e
g
e
n
e
r
i
c
s
i
u
g
u
-
a
r
芸
5
畠
S
O
m
e
t
i
m
s
m
e
a
n
∽
b
O
t
h
s
e
莞
S
(
G
O
d
m
乱
e
t
h
e
c
O
u
n
t
r
y
-
a
n
d
m
a
n
m
鼠
e
t
h
e
t
O
W
n
)
a
n
d
s
O
m
e
t
i
m
s

O
n
】
y
O
n
e
(
M
呂
i
s
d
e
s
t
i
n
e
d
J
b
e
a
p
r
e
y
t
O
W
O
m
a
n
)
・
≡
T
h
i
s
i
s
d
e
c
i
d
e
d
-
y
a
d
e
f
e
c
t
i
P
t
h
e
E
ロ
警
告
-
呂
望
品
e
㌧

Q
や
鼓
・

K
e
n
k
y
u
旨
a
J
e
d
i
t
i
O
n
.
p
・
-
笥
・

Q
や
C
訂
.
、
p
.
葛
.
p
p
,
-
N
甲
も
・

Q
や
註
・
.
P
・
-
N
伽
・

.
ミ
芸
ぎ
ょ
∴
訂
訂
.
わ
き
言
訂
芝
.
h
訂
訂
.

和
宣
ヾ
己
罫
患
h
富
寮
-
寄
這
云
已
こ
ぎ
睾
P
.
已
i
x
.

B
・
S
u
n
d
b
y
=
り
訂
b
計
ぎ
ご
要
=
ぜ
焉
萱
芸
ぶ
つ
若
き
迂
蓉
こ
甘
苦
-
き
宝
∴
冒
こ
ぎ
ご
已
旨
更
屋
号
蒼
亘
.
p
.
-
ロ
.



㊥
.
買
詰
:
要
ご
曾
重
訂
O
c
t
。
b
e
♪
-
票
-
-
P
・
S
P

㊥
T
a
t
-
O
C
打
診
K
e
n
n
a
y
の
コ
ソ
コ
ー
ダ
ソ
ス
に
よ
る
と
、
知
宝
…
享
二
㌔
罫
こ
ぎ
認
以
外
で
は
、
知
篭
も
h
q
F
訂
の
四
例
だ
け
(
会
読
二
萱
軍
e
E
二
掌
筐
)

で
あ
る
。

⑳
0
昌
l
c
e
β
諺
u
n
i
c
壁
〓
O
n
・

⑳
S
急
告
紗
○
已
g
∽
‥
き
蟄
乙
ぎ
呈
池
野
賢
二
二
束

〔
附
記
〕こ

の
詩
と
C
h
a
u
c
e
r
と
の
直
接
の
影
響
関
係
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
前
述
の
訂
u
T
O
W
-
の
脚
韻
が
一
度
だ
け
C
h
呂
C
e
r
に
も
見
ら
れ

る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

増
O
r
P
T
=
已
y
h
e
w
註
d
a
h
i
r
e
O
n
t
g
m
O
叫
W
♪

A
n
d
巴
d
p
y
巴
t
彗
h
i
d
d
d
h
i
m
監
P
n
O
W
l
♪

S
O
W
O
毛
p
S
h
i
m
.
h
i
s
w
y
f
-
0
0
k
e
d
s
O
旨
u
-
e
.

当
訂
H
S
盲
亀
馳
已
モ
h
q
E
♪
-
0
告
も

T
h
e
O
w
-
a
n
d
t
h
e
ウ
ニ
g
h
t
i
n
g
巴
e
の
英
語


